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(百万円未満切捨て)
１．2025年３月期の業績（2024年４月１日～2025年３月31日）
（１）経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期 4,765 6.7 246 8.1 203 9.0 144 39.1

2024年３月期 4,466 6.5 227 19.8 186 29.1 103 △39.5

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2025年３月期 109.33 - 17.2 7.2 5.2

2024年３月期 78.58 - 14.2 6.8 5.1
(参考) 持分法投資損益 2025年３月期 -百万円 2024年３月期 -百万円

(注)１．2025年３月期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりま
せん。

２．2024年３月期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在し
ないため記載しておりません。

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年３月期 2,883 895 31.1 679.55

2024年３月期 2,740 782 28.6 593.68
(参考) 自己資本 2025年３月期 895百万円 2024年３月期 782百万円

（３）キャッシュ・フローの状況

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2025年３月期 98 △124 0 469

2024年３月期 226 △46 △201 495
1

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
純資産
配当率第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2024年３月期 - 0.00 - 0.00 0.00 - - -

2025年３月期 - 25.00 - 25.00 50.00 65 45.7 7.9

2026年３月期(予想) - 20.00 - 20.00 40.00 35.2
(注) 2025年３月期第２四半期末配当金の25.00円は特別配当であります。



３．2026年３月期の業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 2,457 4.2 148 8.8 129 13.1 88 12.4 66.74

通期 4,899 2.8 259 5.1 221 8.8 150 4.1 113.77

※ 注記事項
（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（２）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年３月期 1,318,748 株 2024年３月期 1,318,748 株

② 期末自己株式数 2025年３月期 289 株 2024年３月期 289 株

③ 期中平均株式数 2025年３月期 1,318,459 株 2024年３月期 1,318,459 株

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
(将来に関する記述等についてのご注意)
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、添付資料「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当事業年度におけるわが国経済は、緩やかな回復基調が続くものの、不安定な世界情勢や為替の変動、物価の上

昇による国内景気低迷への懸念等、先行きの不透明な状況が続いております。

当社が主たる事業としているリユース業界においては、物価上昇の影響を受けた節約志向や持続可能な社会に対

する意識の向上からリユース品の需要は増加傾向が続いており、市場全体が継続して成長しております。

当社においても既存店の売上が引き続き好調に推移しており、当事業年度において当社としては５年ぶりに３店

舗の新規出店を行なうことができました（増床を伴わない店舗を除く）。

また、リユース品の買取強化、人材不足解消に向けた採用活動、社内研修整備を中心とした人材育成等に取り組

んでまいりました。

なお、当事業年度において、2024年５月に判明いたしました当社従業員による不正行為の疑いに伴い要した調査

費用および会計監査に係る追加費用の合計額21,614千円を計上しております。

以上の結果、当事業年度の業績は、売上高4,765,462千円（前年同期比6.7％増）、営業利益246,417千円（前年同

期比8.1％増）、経常利益203,041千円（前年同期比9.0％増）、当期純利益144,148千円（前年同期比39.1％増）と

なり、営業利益および経常利益においてはいずれも３期連続で過去最高益を更新しました。

なお、2024年７月26日付「再発防止策の策定に関するお知らせ」に記載しました不正再発防止策につきましても

順次取り組み、内部統制の強化に努めております。

セグメントごとの業績を示すと、次のとおりであります。

（リユース事業）

リユース事業におきましては、衣料品、宝飾品、フィギュア、ゲーム関連などのジャンルで需要が伸び、店頭販

売、インターネット販売ともに前年度を上回る売上高となったことで、既存店の売上高が前年同期比4.8％増と好調

に推移し、リユース品の買取についても前年同期比7.0％増となりました。

また、当事業年度において、2024年10月にホビーオフイオン札幌元町店、11月にハードオフ札幌清田店およびハ

ードオフ工具館札幌清田店の合計３店舗を新規出店いたしました。

以上の結果、当事業年度の業績につきましては、売上高4,761,905千円（前年同期比6.7％増）、セグメント利益

は517,649千円（前年同期比9.9％増）となりました。

当事業年度末現在におけるリユース事業の各業態別の店舗数は以下のとおりであります。

（単位：店）

ブックオフ ハードオフ オフハウス ホビーオフ ガレージオフ 合計

店舗数 17
17
(+2)

17
18
(+1)

1
70
(+3)

(注) １．ブックオフ事業部の店舗数にはインターネット販売の１店舗を含みます。

２．( )内は期中増減数を表しております。

（その他）

本セグメントは報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に不動産事業であります。

本セグメントの当事業年度の業績は前年同期並みの売上高3,556千円、セグメント利益3,004千円となりました。
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（２）当期の財政状態の概況

（資産）

当事業年度末における流動資産は、1,796,246千円となり、前事業年度末と比べて99,064千円の増加となりまし

た。これは、主に商品の増加104,479千円によるものです。

また、当事業年度末における固定資産は、1,086,936千円となり、前事業年度末と比べて43,120千円の増加となり

ました。これは、主に繰延税金資産の増加30,071千円によるものです。

以上の結果、資産合計は前事業年度末に比べて142,185千円増加の2,883,182千円となりました。

（負債）

当事業年度末における流動負債は、872,686千円となり、前事業年度末と比べて107,814千円の増加となりまし

た。これは、主に短期借入金の増加120,000千円によるものです。

また、当事業年度末における固定負債は、1,114,534千円となり、前事業年度末と比べて78,843千円の減少となり

ました。これは、主にリース債務の減少52,993千円および長期借入金の減少35,482千円によるものです。

以上の結果、負債合計は前事業年度末と比べて28,970千円増加の1,987,221千円となりました。

（純資産）

当事業年度末における純資産は、895,960千円となり、前事業年度末と比べて113,215千円の増加となりました。

これは、主に当期純利益144,148千円の計上および剰余金の配当32,961千円によるものです。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当事業年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、469,267千円となり、前事業年度末と比

べて26,627千円の減少となりました。

当事業年度における各キャッシュ・フローの概況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により増加した資金は98,034千円となりました。これは、主に税引前当期純利益の計上169,836千円、減

価償却費の計上80,918千円、棚卸資産の増加額104,479千円および法人税等の支払額45,208千円によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により減少した資金は124,080千円となりました。これは、主に有形固定資産の取得による支出98,234千

円によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により減少した資金は580千円となりました。これは、主に長期借入金による収入および長期借入金の返

済による支出によるものです。
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(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

2021年３月期 2022年３月期 2023年３月期 2024年３月期 2025年３月期

自己資本比率（％） 13.2 17.4 24.4 28.6 31.1

時価ベースの

自己資本比率（％）
25.1 21.4 27.8 31.2 48.1

キャッシュ・フロー対

有利子負債比率（年）
29.2 11.1 33.8 6.3 14.9

インタレスト・

カバレッジ・レシオ（倍）
1.1 2.6 0.8 4.1 1.9

(注) 自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い

１．株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

２．キャッシュ・フローは、キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを利用して

おります。

３．有利子負債は、貸借対照表に計上されている負債のうち利子を払っている全ての負債を対象としてお

ります。

（４）今後の見通し

今後の見通しにつきましては、引き続き物価上昇や不安定な国際情勢、急激な為替変動といった景気下振れの懸

念があり、不透明な経済環境が継続すると予測されます。

一方で、リユース市場については物価上昇の影響を受けた節約志向や持続可能な社会に対する意識の向上から、

市場の成長が続くものと考えられます。

このような環境の中、翌事業年度（2026年３月期）の業績見通しにつきましては、売上高4,899,000千円（前年同

期比2.8％増）、営業利益259,000千円（前年同期比5.1％増）、経常利益221,000千円（前年同期比8.8％増）、当期

純利益150,000千円（前年同期比4.1％増）を予想しております。

なお、上記の業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。

（５）継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社は、国内の同業他社との比較可能性を確保するため、会計基準につきましては日本基準を適用しておりま

す。
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３．財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2024年３月31日)

当事業年度
(2025年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 495,895 469,267

売掛金 159,764 177,606

商品 989,090 1,093,570

前渡金 545 660

前払費用 50,581 53,478

その他 1,303 1,662

流動資産合計 1,697,181 1,796,246

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 137,569 147,378

構築物（純額） 7,235 4,907

機械及び装置（純額） 151 143

工具、器具及び備品（純額） 84,987 104,511

土地 115,483 115,483

リース資産（純額） 280,193 240,626

その他（純額） 0 0

有形固定資産合計 625,621 613,050

無形固定資産

その他 1,380 1,380

無形固定資産合計 1,380 1,380

投資その他の資産

投資有価証券 41,739 43,374

出資金 30 40

長期前払費用 2,200 10,725

敷金 283,238 288,306

保険積立金 54,181 58,514

差入保証金 2,190 8,239

繰延税金資産 33,233 63,304

投資その他の資産合計 416,812 472,504

固定資産合計 1,043,815 1,086,936

資産合計 2,740,996 2,883,182
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(単位：千円)

前事業年度
(2024年３月31日)

当事業年度
(2025年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 8,259 10,003

短期借入金 110,000 230,000

1年内返済予定の長期借入金 271,003 272,635

リース債務 50,063 52,993

未払金 75,956 72,435

未払費用 82,171 87,832

未払法人税等 39,126 50,202

未払消費税等 50,516 28,126

契約負債 7,955 6,387

預り金 18,542 5,791

前受収益 326 326

ポイント引当金 728 584

賞与引当金 50,224 55,369

流動負債合計 764,872 872,686

固定負債

長期借入金 587,443 551,961

リース債務 402,221 349,228

長期未払金 28,826 24,577

退職給付引当金 75,321 78,940

資産除去債務 98,076 108,337

その他 1,489 1,489

固定負債合計 1,193,378 1,114,534

負債合計 1,958,251 1,987,221

純資産の部

株主資本

資本金 335,903 335,903

資本剰余金

資本準備金 284,230 284,230

資本剰余金合計 284,230 284,230

利益剰余金

利益準備金 32,100 32,100

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 113,621 224,808

利益剰余金合計 145,721 256,908

自己株式 △164 △164

株主資本合計 765,691 876,878

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 17,053 19,082

評価・換算差額等合計 17,053 19,082

純資産合計 782,745 895,960

負債純資産合計 2,740,996 2,883,182
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（２）損益計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当事業年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

売上高 ※１ 4,466,984 ※１ 4,765,462

売上原価 1,485,839 1,567,175

売上総利益 2,981,145 3,198,286

販売費及び一般管理費 ※２ 2,753,279 ※２ 2,951,868

営業利益 227,865 246,417

営業外収益

受取配当金 789 849

受取手数料 7,389 6,576

消費税差額 2,764 2,710

業務受託手数料 2,499 2,530

助成金収入 - 5,000

その他 2,781 2,992

営業外収益合計 16,224 20,660

営業外費用

支払利息 55,645 51,888

不正関連費用 ※３ - ※３ 8,614

その他 2,191 3,532

営業外費用合計 57,837 64,035

経常利益 186,252 203,041

特別損失

減損損失 ※４ 2,239 ※４ 33,205

不正関連損失 28,550 -

特別損失合計 30,789 33,205

税引前当期純利益 155,462 169,836

法人税、住民税及び事業税 38,331 56,002

法人税等調整額 13,528 △30,314

法人税等合計 51,859 25,688

当期純利益 103,602 144,148
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本

合計資本準備

金

資本剰余

金合計

利益準備

金

その他利

益剰余金 利益剰余

金合計繰越利益

剰余金

当期首残高 335,903 284,230 284,230 32,100 10,018 42,118 △164 662,088

当期変動額

当期純利益 103,602 103,602 103,602

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - - - - 103,602 103,602 - 103,602

当期末残高 335,903 284,230 284,230 32,100 113,621 145,721 △164 765,691

評価・換算差額等

純資産合計その他有

価証券評

価差額金

評価・換

算差額等

合計

当期首残高 10,661 10,661 672,750

当期変動額

当期純利益 103,602

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

6,392 6,392 6,392

当期変動額合計 6,392 6,392 109,995

当期末残高 17,053 17,053 782,745
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当事業年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本

合計資本準備

金

資本剰余

金合計

利益準備

金

その他利

益剰余金 利益剰余

金合計繰越利益

剰余金

当期首残高 335,903 284,230 284,230 32,100 113,621 145,721 △164 765,691

当期変動額

剰余金の配当 △32,961 △32,961 △32,961

当期純利益 144,148 144,148 144,148

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - - - - 111,186 111,186 - 111,186

当期末残高 335,903 284,230 284,230 32,100 224,808 256,908 △164 876,878

評価・換算差額等

純資産合計その他有

価証券評

価差額金

評価・換

算差額等

合計

当期首残高 17,053 17,053 782,745

当期変動額

剰余金の配当 △32,961

当期純利益 144,148

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

2,028 2,028 2,028

当期変動額合計 2,028 2,028 113,215

当期末残高 19,082 19,082 895,960



株式会社エコノス(3136) 2025年３月期 決算短信

10

（４）キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当事業年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 155,462 169,836

減価償却費 76,042 80,918

長期前払費用償却額 2,250 1,975

受取利息及び受取配当金 △791 △999

支払利息 55,645 51,888

減損損失 2,239 33,205

不正関連費用 - 8,614

売上債権の増減額（△は増加） △32,609 △17,842

棚卸資産の増減額（△は増加） △32,644 △104,479

仕入債務の増減額（△は減少） 1,516 1,743

未払消費税等の増減額（△は減少） 28,746 △22,389

未払金の増減額（△は減少） 10,826 △7,383

未払費用の増減額（△は減少） 6,396 5,597

賞与引当金の増減額（△は減少） 10,396 5,145

ポイント引当金の増減額（△は減少） △1,994 △143

退職給付引当金の増減額（△は減少） 7,200 3,619

その他 15,683 △6,326

小計 304,365 202,979

利息及び配当金の受取額 791 999

利息の支払額 △54,986 △52,122

特別調査費用等の支払額 - △8,614

法人税等の支払額 △23,973 △45,208

営業活動によるキャッシュ・フロー 226,197 98,034

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △40,795 △98,234

長期前払費用の取得による支出 △1,500 △10,500

投資有価証券の取得による支出 △357 △363

投資有価証券の償還による収入 1,000 1,000

その他 △4,688 △15,982

投資活動によるキャッシュ・フロー △46,342 △124,080

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △140,000 120,000

長期借入れによる収入 300,000 260,000

長期借入金の返済による支出 △312,199 △293,850

長期未払金の返済による支出 △2,677 △3,719

リース債務の返済による支出 △46,131 △50,063

配当金の支払額 - △32,947

財務活動によるキャッシュ・フロー △201,008 △580

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △21,153 △26,627

現金及び現金同等物の期首残高 517,048 495,895

現金及び現金同等物の期末残高 495,895 469,267
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（５）財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(損益計算書関係)

当事業年度における不正関連費用8,614千円は、2024年５月に判明いたしました当社従業員による不正行為の疑い

に伴い要した調査費用です。

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１ 報告セグメントの概要

(1) 報告セグメントの決定方法

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち、分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営

資源の配分の決定および業績を評価するために定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は商品・サービス別のセグメントから構成されており、「リユース事業」を１つの報告セグメントとし

ております。

「リユース事業」は当社リユースショップ「ブックオフ」「ハードオフ」「オフハウス」「ホビーオフ」

「ガレージオフ」の運営事業であります。

(2) 各報告セグメントに属する製品およびサービスの種類

各報告セグメントの主な内容は以下のとおりであります。

セグメント 取扱商品およびサービス内容

リユース

事業

ブックオフ 書籍・CD・DVD・ゲームソフト等

ハードオフ
パソコン・オーディオ・ビジュアル・楽器・腕時計・カメラ・各種

ソフト・工具等

オフハウス

ブランド品＆アクセサリー・家具・インテリア・ギフト・生活雑

貨・婦人服・ベビー＆子供服・スポーツ用品・白物家電・アウトド

ア用品等

ホビーオフ ホビー・トレーディングカード・その他玩具全般等

ガレージオフ
タイヤ・ホイール・カーオーディオ・パーツ・アクセサリー・カー

用品等

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告セグメントの会計処理の方法は、財務諸表作成のために採用している会計処理の方法と同一であります。

報告セグメントの利益は営業利益ベースの数値であります。
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前事業年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

損益計算書
計上額
(注)３

リユース
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 4,463,428 4,463,428 3,556 4,466,984 - 4,466,984

セグメント間の内部
売上高又は振替高

- - - - - -

計 4,463,428 4,463,428 3,556 4,466,984 - 4,466,984

セグメント利益 471,034 471,034 3,004 474,039 △246,173 227,865

セグメント資産 2,046,969 2,046,969 59,997 2,106,966 634,030 2,740,996

その他の項目

減価償却費 75,193 75,193 192 75,385 657 76,042

有形固定資産および
無形固定資産の増加額

24,590 24,590 - 24,590 590 25,180

(注) １.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に不動産事業であります。

２．調整額は、以下のとおりであります。

(1) セグメント利益の調整額△246,173千円は各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に

報告セグメントに属しない管理部門に係る一般管理費であります。

(2) セグメント資産の調整634,030千円は、各報告セグメントに帰属しない全社資産であり、主に本社で

の現金および預金、投資有価証券等であります。

３．セグメント利益は、損益計算書の営業利益と調整を行っております。

当事業年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

損益計算書
計上額
(注)３

リユース
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 4,761,905 4,761,905 3,556 4,765,462 - 4,765,462

セグメント間の内部
売上高又は振替高

- - - - - -

計 4,761,905 4,761,905 3,556 4,765,462 - 4,765,462

セグメント利益 517,649 517,649 3,004 520,653 △274,236 246,417

セグメント資産 2,177,825 2,177,825 59,805 2,237,630 645,551 2,883,182

その他の項目

減価償却費 80,426 80,426 191 80,618 300 80,918

有形固定資産および
無形固定資産の増加額

100,368 100,368 - 100,368 1,185 101,553

(注) １.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に不動産事業であります。

２．調整額は、以下のとおりであります。

(1) セグメント利益の調整額△274,236千円は各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に

報告セグメントに属しない管理部門に係る一般管理費であります。

(2) セグメント資産の調整645,551千円は、各報告セグメントに帰属しない全社資産であり、主に本社で

の現金および預金、投資有価証券等であります。

３．セグメント利益は、損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前事業年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
その他 全社・消去 合計

リユース事業 計

減損損失 2,239 2,239 - - 2,239

当事業年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
その他 全社・消去 合計

リユース事業 計

減損損失 33,205 33,205 - - 33,205

(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、以下のとおりです。

前事業年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

事業区分別の内訳

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)

合計
リユース
事業

計

ブックオフ 1,214,614 1,214,614 - 1,214,614

ハードオフ 942,689 942,689 - 942,689

オフハウス 1,332,738 1,332,738 - 1,332,738

ホビーオフ 844,755 844,755 - 844,755

ガレージオフ 35,043 35,043 - 35,043

ロジスティクス事業 22,076 22,076 - 22,076

３Ｒ事業 71,509 71,509 - 71,509

その他 - - - -

顧客との契約から生じる収益 4,463,428 4,463,428 - 4,463,428

その他の収益 - - 3,556 3,556

外部顧客への売上高 4,463,428 4,463,428 3,556 4,466,984

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に不動産事業であります。
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当事業年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

事業区分別の内訳

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)

合計
リユース
事業

計

ブックオフ 1,245,153 1,245,153 - 1,245,153

ハードオフ 1,014,334 1,014,334 - 1,014,334

オフハウス 1,430,562 1,430,562 - 1,430,562

ホビーオフ 934,291 934,291 - 934,291

ガレージオフ 35,790 35,790 - 35,790

ロジスティクス事業 29,900 29,900 - 29,900

３Ｒ事業 71,871 71,871 - 71,871

その他 - - - -

顧客との契約から生じる収益 4,761,905 4,761,905 - 4,761,905

その他の収益 - - 3,556 3,556

外部顧客への売上高 4,761,905 4,761,905 3,556 4,765,462

(注) １.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に不動産事業であります。

２.当事業年度において、ロジスティクス事業の一部をブックオフへ区分変更いたしました。これに伴い、

前事業年度の数値についても組み替えて表示しております。
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(持分法損益等)

該当事項はありません。

(１株当たり情報)

前事業年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当事業年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

１株当たり純資産額 593.68円 679.55円

１株当たり当期純利益 78.58円 109.33円

(注) １．前事業年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

２．当事業年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

３．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前事業年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当事業年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当期純利益(千円) 103,602 144,148

普通株主に帰属しない金額(千円) - -

普通株式に係る当期純利益(千円) 103,602 144,148

普通株式の期中平均株式数(株) 1,318,459 1,318,459

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整
後１株当たり当期純利益の算定に含まれな
かった潜在株式の概要

第５回 新株予約権
普通株式数 5,790株

－

(重要な後発事象)

該当事項はありません。


